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先
場
所
、
優
勝
争
い
に
加
わ
っ
た
も
の
の

終
盤
に
失
速
し
て
７
勝
に
終
わ
っ
た
出
羽
翼

は
関
脇
に
返
り
咲
き
、
幕
内
力
士
９
人
を
要

す
る
勝
間
田
部
屋
の
部
屋
頭
と
し
て
、
大
関

昇
進
へ
の
足
が
か
り
の
星
を
残
す
こ
と
が
で

き
る
か
、
勝
間
田
親
方
が
大
い
に
期
待
を
寄

せ
る
。

ま
た
、
横
綱
昇
進
ま
で
あ
と
一
歩
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
行
き
な
が
ら
膝
の
不
調
で
関
脇

に
陥
落
し
た
佐
賀
ノ
海
は
大
関
復
帰
の
条
件

と
な
る
８
勝
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
に

注
目
が
集
ま
る
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
と
こ
ろ
で
は
、
暫
改
め
綱

乃
花
、
西
神
門
、
勝
ノ
川
の
３
力
士
が
新
入

幕
を
果
た
し
た
が
、
中
で
も
綱
乃
花
は
友
砂

親
方
が
「
末
は
大
関
、
横
綱
！
」
と
期
待
を

寄
せ
る
ホ
ー
プ
。
２
場
所
連
続
十
両
優
勝
を

引
っ
さ
げ
て
の
新
入
幕
で
、
早
く
も
朝
日
松

理
事
長
の
現
役
時
代
の
四
股
名
の
第
３
７
代

大
関
綱
乃
花
の
二
代
目
と
し
て
改
名
さ
せ
る

ほ
ど
で
、
将
来
を
嘱
望
す
る
期
待
の
高
さ
の

ほ
ど
窺
え
る
。

朝
日
松
理
事
長
も
場
所
前
の
記
者
懇
談
会

の
場
で
「
今
場
所
は
や
は
り
横
綱
大
関
に
よ

る
優
勝
争
い
を
期
待
す
る
が
、
上
位
陣
が
星

の
つ
ぶ
し
合
い
を
す
る
よ
う
だ
と
綱
乃
花
が

優
勝
争
い
に
割
っ
て
入
る
か
も
し
れ
い
。
」

と
語
っ
た
。

見
ど
こ
ろ
満
載
の
第
１
５
６
回
本
場
所
だ

が
、
三
日
目
を
終
え
て
波
乱
の
幕
開
け
と
な

り
、
早
く
も
横
綱
大
関
陣
で
の
勝
ち
っ
放
し

が
な
く
な
り
、
連
続
優
勝
を
狙
う
新
大
関
大

神
楽
も
１
勝
２
敗
と
苦
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な

っ
た
。

三
日
目
を
終
え
て
３
連
勝
と
し
た
の
は
、

三
役
以
上
で
は
小
結
鹿
富
士
た
だ
一
人
。
鹿

富
士
は
３
横
綱
を
三
日
連
続
で
撃
破
す
る
大

殊
勲
の
相
撲
を
み
せ
た
。

３
横
綱
が
番
付
に
名
を
連
ね
た
の
は
１
５

６
回
本
場
所
中
３
４
場
所
、
そ
の
中
で
不
勝

を
除
き
３
横
綱
全
て
に
勝
っ
た
の
は
過
去
に

は
第
２
４
回
場
所
、
当
時
大
関
の
照
の
花
が

富
士
昇
、
荒
登
、
田
子
浦
を
倒
し
て
以
来
の
快
挙
。

今
場
所
久
し
ぶ
り
に
三
役
に
返
り
咲
い
た
小
結
鹿

富
士
は
初
日
か
ら
い
き
な
り
横
綱
３
連
発
の
割
り
を

組
ま
れ
た
。
「
小
結
に
な
ん
て
な
る
も
ん
じ
ゃ
な
い

ね
。
初
日
か
ら
横
綱
３
連
戦
だ
よ
。
」
と
嘆
き
節
の

鹿
賀
乃
戸
親
方
。

し
か
し
、
初
日
に
美
空
富
士
、
二
日
目
に
若
ノ
嶋
、

三
日
目
に
春
ノ
翔
と
、
な
ん
と
ま
さ
か
の
３
横
綱
を

撃
破
し
て
の
３
連
勝
。
し
か
も
３
番
と
も
左
差
し
か

ら
寄
り
切
る
と
い
う
完
勝
と
い
う
相
撲
内
容
。

こ
れ
に
は
「
こ
れ
で
あ
と
３
番
勝
て
ば
、
殊
勲
賞

確
実
だ
な
！
」
と
鹿
賀
乃
戸
親
方
は
ご
満
悦
の
表
情
。

「
鹿
さ
ん
！
３
横
綱
に
勝
っ
た
ん
だ
か
ら
、
全
勝
優

勝
だ
っ
て
夢
じ
ゃ
な
い
か
も
よ
！
」
と
錦
風
親
方
。

す
る
と
横
か
ら
朝
日
松
理
事
長
が
「
鹿
賀
乃
戸
さ
ん

！
ま
さ
か
こ
れ
で
負
け
越
し
は
勘
弁
し
て
よ
！
」
と

釘
を
刺
さ
れ
る
場
面
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

今
場
所
の
鹿
富
士
の
相
撲
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

先
場
所
、
大
神
楽
と
の
優
勝
争
い
で
優
勝
を
逸
し

た
横
綱
春
ノ
翔
は
、
場
所
前
に
優
勝
候
補
筆
頭
に
あ

げ
ら
れ
て
い
た
が
、
１
勝

２
敗
と
ま
さ
か
の
黒
星
先

行
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

初
日
は
同
門
の
小
結
魁

電
と
対
戦
。
魁
電
は
ト
レ

ー
ド
マ
ー
ク
の
濃
赤
色
の

廻
し
を
黄
金
の
廻
し
に
変

え
て
の
登
場
。
過
去
の
対

戦
成
績
は
５
勝
５
敗
の
五

分
。
初
日
と
い
う
こ
と
も

あ
り
緊
張
も
あ
っ
た
か
、

立
合
い
に
魁
電
に
い
き
な

り
左
を
差
さ
れ
、
そ
の
ま

ま
一
方
的
に
寄
り
切
ら
れ

た
。二

日
目
は
春
ノ
翔
ら
し

い
鋭
い
出
足
の
相
撲
で
、

月
山
を
の
ど
輪
か
ら
の
押

し
出
し
に
下
し
て
初
白
星

を
上
げ
て
桐
壺
親
方
を
安

心
さ
せ
た
が
、
三
日
目

【
第
百
五
十
六
回
本
場
所
初
日
～
三
日
目
】

令
和
４
年
夏
場
所
と
な
る
第
１
５
６
回
本

場
所
初
日
が
５
月
１
４
日
に
幕
を
開
け
、
三

日
目
ま
で
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

今
場
所
は
、
先
場
所
優
勝
し
た
大
神
楽
が

９
場
所
振
り
に
大
関
に
復
帰
、
２
場
所
連
続

負
け
越
し
た
佐
賀
ノ
海
が
関
脇
に
陥
落
し
て
、

上
位
陣
は
春
ノ
翔
、
美
空
富
士
、
若
ノ
嶋
の

３
横
綱
と
千
代
鈴
、
大
神
楽
の
２
大
関
と
い

う
布
陣
と
な
り
、
関
脇
に
出
羽
翼
、
烏
帽
子

岳
、
佐
賀
ノ
海
、
小
結
に
鹿
富
士
、
魁
電
が

番
付
に
名
を
連
ね
た
。

優
勝
争
い
は
横
綱
・
大
関
陣
を
中
心
に
展

開
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
特
に
大
関
に
再

昇
進
し
た
大
神
楽
は
「
連
続
優
勝
し
て
横
綱

へ
の
足
固
め
を
！
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

初日 鹿富士○(寄り切り)●美空富士

二日目 鹿富士○(寄り切り)●若ノ嶋

三日目 鹿富士○(寄り切り)●春ノ翔

春ノ翔●(寄り切り)○魁 電春ノ翔○(押し出し)●月 山


